
協定留学近況報告書 

記 入 日 2021年 11月 １日 

留 学 先 大 学 ヨーク・セント・ジョン大学 

留 学 先 で の 所 属 学 部 等 

特定の学部･研究科等に所属している（以下に学部等名を記入） 

※学部等名（日本語）：     ，（現地言語での名称）：      

特定の学部等に所属せず様々な学部等の授業を履修している。 

その他：      

留 学 期 間 2021年９月－2022年６月 

明 治 大 学 で の 所 属 文学部文学科英米専攻 /      研究科     専攻 

学年（出発時本学での学年） 学部３年生／研究科 博士前期課程 博士後期課程     年生 

Ｉ. 出発前にどのように情報を集め、準備をしましたか。しておいて良かったこと，準備不足だったこと，ぜひ次の学

生に準備としてアドバイスしたいことを記述してください。 

学校の HP、SNSで学校の情報を得ていました。また、先輩で同じヨーク・セント・ジョン大学に留学していた先輩がいたので細

かい学校や生活の様子など教えてもらいました。また、イギリスに留学している友人もいたので話を聞かせてもらいました。教

えてもらうまでは考えてもいなかったことを教えてもらえたので直接同じ大学に行った先輩・現地で生活している知人にコンタ

クトを取ることはとてもおすすめです。また、学校の事で心配なことがあれば現地の大学に問い合わせていました。丁寧に答

えてくれるので迷ったらメールしてみるのが良いと思います。 

Ⅱ-1．留学のための渡航前手続き（留学ビザ） ※詳細に記入して下さい 

ビザの種類：Student Visa 申請先：ビザ申請センター 

ビザ取得所要日数：7日間 

（申請してから何日／週間要したか） 
ビザ取得費用：合計 158510円（VISA：52200円、IHS：70500

円、優先サービス 35810 円） 

ビザ取得のためにどのような書類の提出が求められましたか？また，どのように手配しましたか？ 

・パスポート 

・CAS（留学先大学からの入学許可証） 

・ビザ申請書 

・IELTS結果 

具体的な申し込み手順を教えて下さい。 

１，必要な VISAの種類を調べる 

２，GOV.UKでビザ申請をする 

3、ビザ申請料を払う 

4、ビザ申請センターを予約する 

5、書類をアップロードする 

6、ビザ申請センターに書類を提出しに行く 

7、ビザとパスポート受け取り 

 

ビザ取得の際に，留学先国大使館で面接のあった方は，どのような質問を受けましたか？ 

ありませんでした。 

ビザ取得に関して困った点・注意点 

時間がなかったので優先サービスを使いました。とても高かったので、留学が決まってビザが申請できるようになったら最初

にビザ申請に取りかかることをオススメします。初めてビザを申請する場合は予想以上に時間がかかります。 



Ⅱ-2．留学のための渡航前手続き（その他の事前準備について） 

その他済ませておくべき準備があればお書き下さい（現地での現金調達準備，携帯電話購入，荷物運送など） 

◎デビットカードの申請 

イギリスではクレジットカードよりデビットカードが主流だと聞いたのでデビットカードを作りました。こっちに来てみてキャッシュレ

ス決済が進んでいる印象を受けました。現金のみのところはまだ行ったことがないくらいです。カードは必須です。 

◎コロナ関係  

コロナ禍での留学だったので、ワクチン接種とワクチンパスポートの入手は必須でした。   

◎携帯電話 

日本で SIM フリーにして、現地で SIM を購入しました。私の時は隔離があったからかわかりませんが、学校から SIM カードが

提供されて自分でお金を払えばいつでも使い始められる状況でした。隔離のある時だったので、心配であればあらかじめ日

本で手配していくといいと思います。  

◎荷物運送 

荷物を送るなどは特にしませんでした。たいていのものは現地で手に入るのでそこまでする必要がないと感じました。  



 

Ⅲ．現地到着後のながれ 

1.到着時の様子 

利用航空会社 エティハド航空      

航空券手配方法 
Skyscanner 

※利用した旅行社・旅行サイト，格安航空券情報等があれば記入して下さい。 

大学最寄空港名 マンチェスター空港      現地到着時刻 12：00 

ｷｬﾝﾊﾟｽへの移動手段 

大学手配の

出迎え 

知人の 

出迎え 

公共交通機関 

 （ バス 電車）      

タクシー  その他                      

移動の所要時間 2時間 

空港からｷｬﾝﾊﾟｽへの移動の際の注意点，タクシー・公共交通機関で移動する際の行き方，料金等 

マンチェスター空港に大学のサポーターが迎えに来て、バスで学校まで送ってもらえました。 

お金は特に請求されていないです。 

大学到着日 ９月１３日 17時頃 

2.住居について 

到着後すぐに住居 

入居できましたか？ 

はい 

いいえ 

いいえを選んだ方：     月     日から入居可能だった。 

住居のタイプ 寮       アパート        その他（     ） 

部屋の種類 一人部屋  二人部屋       その他（     ） 

ルームメイト 日本人学生 他国からの留学生 その他（     ） 

住居を探した方法 大学の斡旋 自分で探した    その他（     ） 

住居の申込み手順 大学からのメールに従って申し込みをして、いくつかの住居の選択肢から希望を出しました。 

住居は渡航前に，また渡航後すぐに見つかりましたか？トラブルはありましたか？ 

渡航前から決まっていました。トラブルは特にありませんでした。 

3.留学先でのオリエンテーションについて 

ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝの有無 あった  なかった 

日程 9月 27 日～10月 1 日 

参加必須ですか？ 必須   任意参加 

参加費用は？ 無料   有料（金額：     ） 

内容と様子は？ 参加必須のものと任意参加のものがありました。 

参加必須のものは、留学生に対して主に生活面の基本情報やアドバイスを教えてくれるのと、図

書館などの学校のシステムについて教えてもらうもの，二つがありました。 

任意参加のものは、留学生に対して言語サポートのワークショップを期間中毎日開催していたり、

キャンパスツアー、シティツアーなど気軽に参加できて留学生と知り合えるような機会がありまし

た。また、面白いなと思ったもので、昨年の学生が置いていった生活用品を無料でもらえるような

機会や、ビンテージショップを学校に招待して大学の体育館で古着を買えるような日があったり、

日本の新歓期間とは少し違った面白い企画がたくさんあり、楽しめました。 

留学生用特別ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ あった  なかった 

授業開始日 10月４日から 

Ⅳ. その他、渡航してから必要な手続きについて 

1．現地で滞在許可等の申請の必要はありますか？いつ、どこで、方法は？日数、料金は？トラブルは？ 

◎BRPの受け取り（イギリスに 6か月以上滞在する場合必要になる滞在許可証となるカード型のビザ） 



受け取り場所を現地の大学に指定していたので、隔離期間を終えてから大学に取りに行きました。受取日、時間については

大学と連絡を取りました。料金については、ビザ申請時に支払うので現地での支払いはありませんでした。 

 

2．その他現地でした手続きは？（健康診断、予防接種等）いつ、どこで、方法、日数、料金は？トラブルは？ 

特にありません。 

3．現地で銀行口座を開設しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

Revolut というオンラインの銀行口座を開設しました。手続きはオンラインで 10-20 分くらいで簡単に無料で開設できます。 

4．現地で携帯電話を購入しましたか？手続方法、必要書類、日数、料金は？トラブルは？ 

購入してません。 



 

Ｖ. 履修科目と授業について 

1.履修登録はいつどのような形で行いましたか？ 

出発前に（７月 31日頃） 

    オンラインで登録 志願書類に記入して登録 できなかった その他（     ） 

到着後に（     月     日頃） 

    オンラインで登録 国際オフィス等の仲介  できなかった その他（     ） 

登録時に留学生として優先されることは あった        なかった 

優先が「あった」方はどのように優先されましたか？ 

      

優先が「なかった」方はどのように登録しましたか？  

大学の留学生サポートが履修を登録してくれました。 

出発前に授業を登録した方は，現地で変更・追加できましたか？また希望通りの授業が取れましたか？ 

変更できました。授業開始して 1週目は変更可能です。 

現地来てから変更する際に取ってみたかった授業がありましたが、既に定員に達していたため取れないことはありました。 

Ⅵ. 一週間のスケジュール 授業時間、課外活動、勉強時間等、毎日の生活について記入してください。 

 月 火 水 木 金 土 日 

7:00 
                                          

8:00 
起床     起床 起床 起床 起床 起床 起床 

9:00 
勉強 掃除・洗濯      勉強 勉強 勉強 旅行・買いもの 次の週の準備・

勉強 

10:00 
勉強       勉強 勉強 勉強             

11:00 
Adaptations 

(Lecture) 

      ThePrinciples 

of Marketing 

(Seminar) 

勉強 The Global 

Events Industry 

(Seminar) 

            

12:00 
TheGlobal Events 

Industry 

(Lecture) 

昼食 ThePrinciples 

of Marketing 

(Seminar) 

昼食 The Global 

Events Industry 

(Seminar) 

            

13:00 
TheGlobal Events 

Industry 

(Lecture) 

買い物      昼食 日本とのミーテ

ィング      

昼食             

14:00 
昼食 買い物            日本とのミーテ

ィング      

自由時間             

15:00 
                                          

16:00 
ThePrinciples of 

Marketing 

(Lecture) 

       Adaptations 

(Seminar) 

                  

17:00 
ThePrinciples of 

Marketing 

(Lecture)      

            Adaptations 

(Seminar) 

                  

18:00 
夕食 環境サ ー ク ル

      

夕食 夕食 夕食       夕食 

19:00 
自由時間 環境サ ー ク ル

      

      自由時間                   

20:00 
                        バドミントンサー

クル      

      バドミントンサー

クル      

21:00 
                        バドミントンサー

クル      

      バドミントンサー

クル      

22:00 
                                          

23:00 
就寝 就寝 就寝 就寝 就寝 就寝 就寝 

24:00 
                                          

 



 
Ⅶ. 現在までの感想  

留学先大学、プログラムについて、授業、宿舎、生活全般についてなど、自由に書いてください。 

◎留学先の大学について 

新型コロナウィルスの関係で日本からイギリスに入国する際は 10日間の自己隔離がありました。そのため、大学は隔離が必

要な学生もオリエンテーションに参加できるように2週間早めの到着を留学生に案内してくれました。また、隔離であまり買い

物に行けないことを考慮してフライパンやお皿など生活に必要な資材も一人一人手配してくれていました。コロナ禍の留学で

不安はたくさんありましたが、日頃からメールもすぐ返ってきたので留学生に対してのサポートが手厚い大学であることを実感

しました。 

個人的には、隔離期間でｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝが始まる前に現地の生活に慣れる時間があったのは、最初の週を余裕を持って始

めるためにすごく大きかったです。そのため、可能であれば入寮日より早めに入国することをオススメします。 

◎授業 

1 つの授業でも講義形式と学生の参加が求められるセミナー形式の二つがあります。セミナー形式の時間に発言をするの

が難しかったです。でも、予習を少しするだけでも自信が付くので予習の大切さを感じました。また、明治大学では文学部に

所属していますが、現地ではマーケティングの授業も取っています。普段学べないことが学べるのはとても貴重な機会だと

思います。 

◎寮 

私はスペイン人 2 人とキッチン、トイレ、シャワーを共有して生活しています。（フラットの人数や、トイレ・シャワーを共有する、

しないは寮によって異なります。）食事の習慣から違うことばかりで最初は驚きばかりでしたが、一緒に生活してみないとわか

らないことなのですごく面白いです。私は今まで一人暮らしをしたことがなかったので、フラットメイトに掃除の仕方など教えて

もらったりプライベートな相談に乗ってもらったり学ぶことがたくさんあってとても楽しいです。 

 

留学先大学を目指す学生に向けてのアドバイスをお願いします。 

まだあまりイギリス国内に出かけたわけではありませんが、ヨークは素晴らしい街です。歴史的な町並みには留学開始時に慣

れない環境で苦労を感じていた時に何度も救われました。また、ヨーク・セント・ジョン大学にはクリエイティブな人がたくさん

います。私が学んでいる文学、ビジネス以外にも映画製作、演技、歌唱、カメラなどの学部もあり、明治大学では会えないよ

うな人に会うことができます。私はいろんな人との出会いで、クリエイティブでいることの楽しさを思い出させてもらいました。ど

この大学を選ぶかで出会う人の特徴は変わってくると思います。自分の学びたい学部だけでなく、その大学がどんな特徴を

もった大学なのかあらかじめ知って協定校選びをするといいと思います。 

日本の日常から離れて違う国で生活すると今まで気が付かなかったたくさんのことに気が付けます。ぜひ一歩踏み出してみ

てください！ 

最後に、私はヨーク・セント・ジョン大学に留学した先輩にとてもお世話になったので何か気になることがあれば気軽にご連絡

ください。お待ちしています！ 

 

 


